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4
月
12
日
、
米
子
市
淀
江
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

２
０
１
１
年
度
西
部
地
区
隣
保
館
集
会
所
等
職
員

連
絡
協
議
会
総
会
が
開
か
れ
、
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
「
幼
保
小
連
携
の
子
育
て
」
と

題
し
て
、
日
吉
津
村
教
育
委
員
会
指
導
主
事
の
矢

倉
美
和
子
さ
ん
が
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
教
育
基
本
計
画
の
「
自
立
し
た
心
豊
か

な
ひ
と
づ
く
り
」
を
基
に
、
現
在
の
子
ど
も
を
と

り
ま
く
現
状
、
「
連
携
」
か
ら
見
え
る
こ
と
、
子

ど
も
に
関
わ
る
大
人
と
し
て
何
が
必
要
な
の
か
、

に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
に
も
、
元
気
な
子
、
病
気
の
子
、
さ
ま

ざ
ま
な
子
ど
も
が
い
る
。
そ
の
一
人
一
人
と
向
き

合
っ
て
、
育
て
て
い
く
こ
と
は
、
親
や
大
人
の
都

合
や
時
代
の
流
れ
、
社
会
の
状
況
の
変
化
に
よ
り

変
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
、
子
ど
も
の
立

場
に
立
っ
て
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
教
え
て
も
ら
う
」

と
い
う
意
識
が
必
要
と
説
明
さ
れ
、
と
り
ま
く
環

境
は
変
化
し
て
も
、
子
ど
も
た
ち
の
「
だ
っ
こ
し

て
ほ
し
い
」
、
「
一
緒
に
遊
ん
で
ほ
し
い
」
、
「
話
を

聞
い
て
ほ
し
い
」
と
い
う
感
情
は
変
わ
ら
な
い
も

の
で
あ
る
と
い
う
話
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

　

自
分
に
何
が
出
来
る
の
か
を
考
え
、
子
ど
も
た

ち
と
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機

会
を
い
た
だ
い
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

一
人
一
人
と
向
き
合
っ
て
育
て
る

平
成
23
年
度

部
落
解
放
・
人
権
尊
重
標
語
の
募
集

　

人
権
尊
重
の
意
識
高
揚
を
め
ざ
し
て
、
町
内
の
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
の

児
童
生
徒
や
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
『
部
落
解
放
・
人
権
尊
重
標
語
』
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

人
は
誰
で
も
「
幸
せ
に
生
き
る
権
利
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。
人
権
を
守
る
た

め
に
し
て
い
き
た
い
事
や
思
い
を
標
語
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

皆
さ
ん
の
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
用
紙
＝
特
に
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　
（
作
品
・
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
募
集
締
切
＝
6
月
20
日
（
月
）

▼
提 

出 

先
＝
下
榎
隣
保
館
、
町
教
育
委
員
会
、
町
公
民
館

※
入
選
者
に
は
、
賞
状
・
記
念
品
を
贈
呈
す
る
ほ
か
、
入
選
作
品
を
広
報
ひ
の

　

な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。

平成 23年度ぽかぽか教室日程
（健康福祉課主催）

6 月 8 日　＝健康相談

10 月 12 日＝お口の健康チェック

12 月 15 日＝料理

2 月 2 日　＝心の健康とうつ病の

　　　　　　早期発見について

６月の学習講座予定

■
セ
ラ
バ
ン
ド
体
操
【
会
場
：
老
人
憩
の
家
】

　

講
師
▼
高
橋
伸
也
さ
ん

　

日
時
▼
６
月
８
日
（
水
）
午
前
10
時
～

■
生
け
花
（
草
月
流
）【
会
場
：
下
榎
集
会
所
】

　

講
師
▼
生
田
清
子
さ
ん

　

日
時
▼
６
月
25
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

■
ク
レ
イ
フ
ラ
ワ
ー
【
会
場
：
下
榎
集
会
所
】

　

講
師
▼
妹
尾
仁
津
美
さ
ん

　

日
時
▼
１
回
目
＝
５
月
30
日
（
月
）
午
後
１
時
～

　
　
　
　

２
回
目
＝
６
月
６
日
（
月
）
午
後
１
時
～

　
　
　
　

３
回
目
＝
６
月
20
日
（
月
）
午
後
１
時
～

※
材
料
代
、参
加
申
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、隣
保
館
（
電

　

話
72
‐
１
１
９
１
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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日
野
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
広
報
紙

人
権
の
ま
ち

２
０
１
1
年
5
月

ひ
の

2010 年度小地域座談会を終えて（第 2部）
今月号では、4月号で紹介できなかった小地域座談会の開催状況をご紹介します

話し合いの内容・方法

　町人権・同和教育研究集会の統一テーマ『人権尊重のまちづくりをしよう』～助け上手、

助けられ上手～をもとに、部落差別やさまざまな人権課題について話し合われました。

364 人が参加

　参加者は、364 人で、年々減少傾向で

す。男女の割合では男性 57.4％、女性

41.3％でした。また、年代別では、60

代が 38.8％、70 代が 38.5％となり、若

い年代ほど低く、最も低いのは 20 代の

0.3％でした。

　参加者の減少理由としては、一世帯で

1 人の参加という通例が定着しているこ

とと、併せて高齢者世帯の増加によるも

のではないかと思われます。

　座談会へはぜひ、夫婦や親子でご参加

ください。

初めて参加が 55 人

　座談会参加者は、例年 5回以上の参加者が最も多いので

すが、今回、17.6％の人が初めて参加されています。参加

したことが無いあなたもぜひ、参加してみませんか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さまざまな人権について話し合い、共感、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理解しあって安心・安全で暮らしやすい地

域社会づくりをめざすことが大切です。高齢者だから、障がいや病気だからとか、女性だから、子ど

もだから、はたまた被差別地区の人だからなどと、特別視して邪魔者扱いされたり、無視されたり、

見過ごされたりして切り捨てられる社会は誰にとっても不幸です。

　誰もがかけがえのない社会の大切な一員として認められ、一人ひとりが希望を持って心ゆたかに暮

らせる『人権尊重のまちづくり』のため、人との関り方や地域のあり方・課題についてみんなで話し

合うことがますます必要と思います。

　小地域座談会はこのような視点で、より安心・安全な暮らしをめざす第一歩です。本年度もみんな

で語り合える座談会の開催をお願いします。

座談会は『人権尊重のまちづくり』への第一歩

▶日野町人権・同和教育推進協議会総会の模様は次回に紹介します

開催時間は？

　座談会は 1 時間 30 分程度を目安としています。これに

対しては 89.7％の人が「ちょうど良い」と感じておられ

ますが、開催する自治会の実情によって、時間の調整も可

能です。

理解できた！大変良かった！

　話し合いの内容では、「よくわかった」、「まぁまぁ」と

回答した人が 94.5％でした。

　また、「自分にとってはどうだったか？」の質問には、「大

変よかった」、「よかった」と回答した人が 73.8％、「まぁ

まぁ」を加えると 94.6％と高くなっています。

今後の座談会のテーマは？

　「今後はどんなテーマで話したいです

か？」の問いには、高齢者の人権が最も

高く、地域の問題、病気の人、障がい者、

女性、子ども、同和問題などとなってい

ます。


